
　本会では、平成31年３月に策定した「第５次茨城県地域福祉活動推進プラン」の実施項

目の１つとして、「福祉教育の推進」を実施項目に掲げ、福祉教育推進セミナーや志民の学

び縁卓会議（現在は福祉教育検討会議）などを開催し、福祉教育推進に関する協議や事例な

どの収集・提供を行っております。

　一方、全国社会福祉協議会の報告書「社会的包摂にむけた福祉教育～共感を軸にした地域

福祉の創造～」（平成25年３月）が示しているとおり、少子高齢化や地域のつながりの希薄化、

社会的孤立、生活困窮等の様々な福祉課題に対し、社会福祉協議会が進める福祉教育及び福

祉啓発の取組に大きな期待と役割が求められております。

　しかしながら、これまでの福祉教育は学校中心に取り組んできたことにより、「福祉教育

＝学校を中心としたプログラム」という考え方が中心であり、求められている期待に十分に

応えられていない現状があります。

　そうした期待や役割を果たすためにも、学校での取り組みを充実させるとともに、孤立や

生活困窮などの地域における新たな福祉課題をテーマとした幅広い福祉教育事業を実践して

いくことで、地域の理解者や協力者を増やしていく取り組みを推進していくことが必要です。

　そこで、福祉教育の目的、社協と学校・地域の関係づくり、学習プログラムの企画など、

これからの取り組みの参考にしていただくために、「地域における福祉教育のヒント」を作

成いたしました。福祉教育を推進するうえでのヒントとして御活用いただけたら幸いです。

　最後になりましたが、本冊子作成にあたり、福祉教育検討会議委員の皆様に御協力いただ

きましたことに、この紙面をお借りいたしまして厚く御礼申し上げます。

令和４年３月
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